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1　格　　　　　号

ムギの収姐や品質は気象条件に大きく左右されるが，融

雪後の節間伸長期前後の気温は，出橡朋や梓の各形質に影

響し，ひいては収墨に大きな影響を及ぼすと考えられる。

本試験は人工気象室で越冬後のムギに温度処理を行ったも

ので．温度によって諸形質に差異が認められたので報告す

る。

2　■試　験　方　法

供試品種は，コムギがホロシリコムギ（北海道，秋緒性

Ⅵ）．キタカミコムギ（東北，同Ⅳ～V），農林61号（関

東以西，同皿）の3品種，オオムギはミユキオオムギ（東

北．同Ⅳ）の1品種，合計4品種である。

供式材料は，昭和56年10月21日に圃場に播種し，翌年3

月24日に木精に移植した後．16日惜い、ウスで活着を計った。

移植時の薫数は2．0桑．処理開始時は4～5葉期であった。
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施肥堤は34（Ⅶ四方の木箱に8当たり換算でN，P205，

K20を各0．6毎．石灰は6毎及び推肥は100吻与えた。

処理方法及び処理期間は，4月9日から出穂・開花期ま

で人工気象室で7，12，17．22，27及び32℃の昼夜一定気温

処理である。その後成熟期まで屋外に放置した。

試験区は．箱当たり4品種を6株ずつ植え，2反復とし

た。

3　試験結果及び考察

川　出穂期・開花期

1）出怯期

出穂・開花剋及び収星調査を表1に，温度と諸形質との

関係を図1に示した。

処理温度によって出棲細は大きな差があり，低温ほど遅

延した。品種をこあにした平均処理後日数は処理温度7℃

では70日，12℃では34日．17℃では22日，22℃では20日，

27℃では18日及び32℃では17日であった。
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図1　温度と諸形質との関係
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義1　出揺・開花期及び収量調査

温　 度
品　　 種

出　 穂　 期 開　 花　 期
開　 花　 後

4 0 日 間 の 気 温
千　 拉　 重 一　 構　 粒　 数 一　 億　 粒　 重

（℃ ） （月 ．日 ） （月 ．日 ） （℃ ） （ダ ） （拉 ） （グ ）

7

ホ　 ロ　 シ リ 7 ． 8

7．15 2 3 ．1

0 ．5 4 6 ．9 0 ．0 0 3 7

キ　 タ　 カ　 ミ 6 ．17 0 ．7 2 2 ．3 0 ．16

農　 林　 6 1 6 ． 8 7．18 2 3 ．3 0 ．5 5 2 ．8 0 ．15

ミ　 ユ　 キ 6 ． 8 6 ．28 2 1 ．6 20 ．0 0 0 ．5 0 ．0 1

12

ホ　 ロ　 シ リ 吉：了否 5 ．3 0 18 ．2 1 4 ．7 2 2 8 ．8 1 ．0 0

キ　 タ　 カ　 ミ 5 ．1 1 5 ．24 17 ．5 38 ．6 3 3 0 ．0 1 ．16

農　 林　 6 1 5 ． 9 5 ．2 1 17 ．0 36 ．2 8 2 3 ．8 0 ．8 6

ミ　 ユ　 キ 5 ．1 3 36 ．8 8 4 4 ．8 1 ．6 5

17

ホ　 ロ　 シ リ 5 ． 3 5 ． 8 15 ．7 36 ．2 6 2 7 ．0 0 ．98

キ タ　 カ　 ミ 4 ．3 0 5 ． 3 15 ．2 4 2．6 3 3 2 ．2 1 ．37

農　 林　 6 1 4 ．2 8 5 ． 4 15 ．4 3 8 ．9 3 2 4 ．8 0 ．97

ミ　 ユ　 キ 5 ． 4 － － 3 8 ．4 7 3 9 ．2 1 ．5 1

2 2

ホ　 ロ　 シ リ 4 ．3 0 5 ． 3 15 ．2 3 2 ．2 7 2 3 ．2 0 ．7 5

キ　 タ　 カ　 ミ 4 ．2 7 4 ．30 14 ．9 3 6 ．6 1 2 7 ．1 0 ．9 9

農　 榊： 6 1 4 ，2 6 4 ．2 7 14 ．3 3 1 ．0 5 25 ．5 0 ．7 9

ミ　 ユ　 キ 5 ． 4 3 8 ．9 8 3 4 ．3 1．3 4

2 7

ホ　 ロ　 シ リ 4 ．2 8 4 ．3 0 14 ．9 2 9 ．0 1 26 ．6 0 ．7 7

キ　 タ　 カ　 ミ 4 ．2 6 4 ．2 7 14 ．3 3 5 ．．0 3 18 ．1 0 ．6 3

農　 林　 6 1 4 ．2 4 4 ．2 6 14 ．2 2 6 ．0 8 22 ．1 0 ．5 8

ミ　 ユ　 キ 4 ．2 8 －
2 3 ．7 7 5 ．9 0 ．14

3 2

ホ　 ロ　 シ リ 4 ．2 7 4 ．2 9 14 ．8 2 4 ．26 18 ．0 0 ．4 4

キ　 タ　 カ　 ミ 4 ．2 6 4 ．2 8 14 ．5 2 3 ．3 3 7 ．0 0 ．1 6

農　 林　 6 1 4 ．2 3 4 ．2 5 14 ．2 15 ．14 1 2．0 0 ．18

ミ　 ユ　 キ （4 ．2 7 ） － － － －

品種間の差をみると，出穂期の最も早い農林61号と最も

遅いホロシリコムギとの差は，7℃で30日，12℃で10日，

17℃で5日．22～32℃で4日であった。出撞期の最も早い

品種は，農林61号の32℃処理区で処理後14日の4月23日で

あり．最も遅いのはホロシリコムギの7℃処理区で処理後

90日の7月8日であった。

2）開花期

出種期と同様，処理温度によって出穂～開花日数は大き

な差があり，低温ほど増加した。品種をこみにした平均日

数は処理温度7℃で30日以上．12℃で12日．17℃で5日，

22～32℃では2日であった。

出樽～開花日数の品種間差異は7℃を除いて0～3日程

度で極めて小さい。その日数の最高値は農林61号の7℃処

理区であり40日であった。またミユキオオムギの27℃及

び32℃処理区では穂が止葉よりも下で伸長を停止した株が

多く，出穂前に開花したとみられた。

これらのことから，温度の出穂期及び開花期に対する遅

延程度は，温度が17→12・→7℃と低下するにつれて指数的

に大きくなることがわかった。また出穂期に対する品種間

差異は低温ほど大きくなるが．出穂～開花日数に対する品

種間差異は7℃を除いてほとんど見られないこともわかっ

た。

t2）葉身長・葉幅及び梓の諸形質

止葉と次位幸とを加えた薫身長と彙幅に対する温度処理

効果をみると．葉身長は17℃前後で最も長く，葉幅は12℃

で最も広かった。17℃及び22℃以上の高温では値が小さく

なった。

梓長及び梓重は7℃処理区で最も大きく，梓の太さは12

℃及び17℃処理区で最も大きかった。

穂長は12～22℃処理区で値が大きいが．ミユキオオムギ

を除いて温度による差は小さかった。

穂の抽出割合は12～17℃処理区で最大値を示した。

13）収量形質

千校重，一徳拉致及び一徳粒重は12℃及び17℃処理区で

値が大きかった。7℃処理区では．開花は行ったが不稔に

近かった。

4　摘　　　　　要

（1）低温での生育量の増加は出穂期の遅延による生育期

間の増加によろものでありこれが収量にも影響を与えた。

ただし，7℃処理区は開花したが不稔に近かった。

ほ）22℃以上の高温での生育量の減少は，出穂促進によ

る生育期間の短縮と考えられる。

㈲　梓長及び梓重は7℃の低温で最大値であったほかは，

葉．茎及び稔の諸形質は12～17℃処理区で最大値であり，

22℃以上の高温では値が小さかった。

14）処理開始時の葉数が6．0であった他の実験においても

ほほ同様の結果を得た。


